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動力学 No。 16 運動方程式を解く(11)強制振動 (摩擦なし)
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このとき,ω →ωOで″→∞となる。ここで,ス =ノ範として解″を線形化しなさい。

4。 日常生活の中で,強制振動の例をあげ説明しなさい
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5。 今 日の講義でわかったこと 。わからなかつたこと 。感想などを書きなさい。(自 由記載 )
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飾)=卜雨」訪程式の毎幅欲)為
二ごもωt tおぃえ

_け d b5ωt+ω}Crosゐ十二七ω,ωt

(いま―ωつC主 ⊆́。

t森
Gめ 黎落ン衿り、そ式sf鞄尋は(ス し,υ 十■1

■・ ハ10,分οモ十Ds)4∂。t十 一

い
… 壽 …

ハィも=爆増

卜臨 皐蒜 囃 一森 ■

齢 計⌒奇 七 十

-3gl伝ρ′t―
:こ

'lL~―

|―

 t,|゛ こ卜)    (反
)一二のし

)

下 む九
リ

キ
嗽 メ ■ け 一 縄 幅 バ等

〕 軸 Qttta竜 太 橋 。

1        O`IF#鳴
由ざ稀=ミ、ュtttS。

rで ,Dhαんn“



0式、rき、、2.ω =ω。十St寸ミと、

χ=Aもsω ot+351仏 ω♭‐t +            α)ゝ

(9。
■δ)t-2Sω。―

キA“δω。1+3式ぃω計 - 2:ω
。 (●

Sのο七もsざt_51憮 の計sl、 δ
=)

)け
ら1・卜

(f3、
|三3:土ぅsli勁註

うなI

ミゝ ざく

2 Sωυ
・

|―

塊ぉ′δ
=

＼

サ

／

Ｙ
一

ｔ

↑

ヽ
・

チ０つ菫 て輿|やり言く。

撫Υせ ち十 5).St

ハ_ 鳥_の,8+
■」のυ

=/              ― 、ヽ花幅バ呼簡と
Fう岸り迎ヽ 1め。

be計

現に転動餐。



ε =
ω = うなり


